
茨城大学 人文学部准教授

活動報告会に関するお問い合わせは
☎029-228-8139 または
Ｅメール dkanda@mx.ibaraki.ac.jp神田大吾まで

　学生が社会人としての基礎力を身に付ける専門科目
「プロジェクト実習」は、今年度、人文学部学生を中心に、
教育学部、また単位互換協定を結んでいる常磐大学、
茨城キリスト教大学の学生が参加し、五つのチームに分
かれて活発に活動を続けて参りました。
  いずれの活動においても地域の皆様と密接に連携さ
せていただき、種々のご支援を賜りました。活動報告会で
は各チームから活動の成果をご報告させていただくとと
もに、皆様からの率直なご意見をいただければ幸いに存
じます。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

担 当 教 員 よ り平成27年

月 日（土）

茨城大学 人文学部 番教室

日時

会場

PBL（Project Based Learning）技法は、昨今その教育効果の高さが注目
されているアクティブラーニングの一種であり、「課題解決型学習」と訳され
ます。茨城大学では、2010年度以来、学生の就業力育成支援を目指す教育

プログラム「根力（ねぢから）育成プログラム」の構築を進めており、その中核
としてPBL技法に基づく授業を位置づけています。

PBL

●イズミイル

●さとみ・あい

●ICE

●公共交通

●こみフェス

●先進地実地研修報告

●トークセッション

茨城キリスト教大学と連携して留学生・日本人学生・高校生との交流促進

水戸市役所と連携して市内バスの利用促進

水戸市役所と連携してこみっとフェスティバルに企画・運営に参画

PBLの先進地・山形県最上郡金山町での学び

プロジェクト実習の今後と連携の広がり

水戸

主 催 茨城大学人文学部（市民共創教育研究センター）
共 催 茨城キリスト教大学／常磐大学 ／常陸太田市／

茨城大学大学教育センター
後 援 泉町二丁目商店街振興組合（水戸市）

（ 受付開始）
※ に、プロジェクト実習受講全5チームによる
活動報告、ならびに先進地実地研修の報告をポスターセッション
形式で実施します。

泉町二丁目商店街振興組合と連携して、中心市街地活性化

常陸太田市と連携して、同市里美地区の魅力を発信

水戸市役所ならびに茨城交通株式会社と連携して、市内バスの利用促進

水戸市役所と連携して、こみっとフェスティバルの企画・運営に参画

PBLの先進地・山形県最上郡金山町での学び

プロジェクト実習の今後と連携の広がりプロジェクト実習の今後と連携の広がり

茨城キリスト教大学と連携して、留学生・日本人学生・高校生の異文化交流・理解の促進

平成26年度 茨城大学人文学部ＰＢＬ授業   
プロジェクト実習　

活動報告会



☎029-228-8139 または
Ｅメール dkanda@mx.ibaraki.ac.jp
茨城大学 神田大吾まで

お問い合わせは

至 宇都宮

至 大子

茨大前営業所

平成2７年
月 日（土）

受付開始

日時

茨城大学 人文学部 番教室会場

水戸キャンパス
ＪＲ水戸駅（北口）バスターミナル7 番乗り
場から茨城交通バス「茨大行（栄町経由）」
に乗車、「茨大前営業所」で下車。バス乗車
時間は約30 分。
茨城交通ＨＰ ▼ www.ibako.co.jp

佐藤和夫（大学教育センター長・学長特別補佐）

プロジェクト実習受講全５チームの活動報告ならびに先進地実地研修の報告

0 ポスターセッション

1 開会挨拶

12:20－12:50

13:00－13:10

井澤耕一（就業力育成支援実施専門委員会副委員長・根力育成プログラム小委員会委員長）

2 茨城大学就業力育成支援事業と人文学部開講科目「プロジェクト実習」　13:10－13:20

3 活動報告 13:20－14:35

平
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(1) イズミイルチーム

(2) さとみ・あいチーム

(3) ICE チーム

(4) 公共交通チーム

(5) こみフェスチーム

(1)先進地実地研修の趣旨と実績        鈴木敦（キャリア教育部長・就業力育成支援実施専門委員会委員長)

(2)茨城大学「プロジェクト実習・先進地実地研修」参加報告　　井上紗希・星野由季菜（参加学生代表）

5 先進地域実地研修報告 14:45－15:15

7 トークセッション「プロジェクト実習の今後と連携の広がり」　　 15:25－16:00

澁谷浩一（教育改革推進委員会委員長・学部共通プログラム運営委員会委員長・評議員）　

高野健治（泉町二丁目商店街振興組合理事長）　　　　　　　　　　　　　　　　

鬼沢隆文（水戸市役所地域振興課協働係長）　　　　　　　　　　　　　　　　　

内田　聡（茨城大学ＣＯＣ統括機構副機構長・学長特別補佐）　　　　　　　　　　　

村山元理（常磐大学国際学部経営学科長 )

上野尚美（茨城キリスト教大学文学部長）

　◎ファシリテーター　鈴木敦

佐川泰弘（茨城大学人文学部長）

8 総括と閉会挨拶 16:00－16:10

4 休憩 14:35－14:45

6 地域に学び地域を支える人材教育 15:15－15:25

内田　聡（茨城大学ＣＯＣ統括機構副機構長・学長特別補佐）
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International 
Cultural 
Exchanges
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こみフェスチーム～活動報告会～ 

リーダー　川井奈々 
会計　田山達也 
書記　南陽子 

目次 
１．こみっとフェスティバルについて 
２．市民活動団体について 
３．活動目的 
４．活動内容 
　　①実行委員会 
　　②ボランティア 
　　③水戸まちなかフェスティバル 
　　④習志野市　視察研修 
　　⑤茨苑祭 
　　⑥インターンシップ 
５．会計 
６．まとめ 

１．こみっとフェスティバルについて 

・水戸市の市民活動団体（NPO・ボランティア団体等）を 
　市民に紹介するフェスティバル 
・知ってもらうだけでなく参加の促進を図る 
 
日程　２月２１日（土）　１０：００～１６：００ 
　　　　イオンモール水戸内原 
参加団体数　２７団体（予定）　 
テーマ　自分にできることを探してみませんか？ 
内容　ステージ発表コーナー 
　　　　市民活動相談・紹介コーナー　 茨大ブース 
　　　　物販・体験コーナー 

２．市民活動団体について 
現在の水戸市の市民活動団体 
　NPO　124　　　水戸こどもの劇場（子育て支援） 
　　　　　　　　　　蛍の会（知的障害者の生活支援） 
　　　　　　　　　　虹の会（福祉施設）　等 
 
　ボランティア団体　約120　　　朗読ボランティア「コスモス」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茨城県世界青少年コミュニケーションクラブ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水戸市環境保全会議　等　 
 
実状 
・市民の認知度が低い 
・高齢者が多い 
・団体同士のネットワークがない 
 
課題 
・市民の認知度を高める 
・若者の参加を集う　 
・団体同士のネットワークをつくり 
　活動の幅を広げる 

地域間での連携が生まれ 
協働社会ができる！ 

３．活動目的 

“こみっとフェスティバルを成功させ 
市民活動団体について多くの人に知ってもらおう” 

 
広報活動 

参加者を多く集い、 
自分にできることを探すための 

企画・運営の工夫 

4-① 実行委員会 

月１回（主に第４水曜日）集まり、こみっとフェスティバル当日に向け
話し合った 

 

第1～3回：場所、日時、テーマ、各部門のリーダー等の検討・決定 

第4～6回：広報活動・各分科会の実施、会場図・消耗品・備品の確認等 

第7回：各出展・発表内容の確認、パンフレット・係員配置等の検討 

第8回：ステージ・ホールの各出展団体・ボランティア等の係員の打合せ 

19



4-② ボランティア体験 

8月から11月にかけてボランティア活動へ参加 

どんな活動をしているのか、実際に体験させていただきました 

参加した活動例 

老人ホームでのレクリエーション(はつらつサークル) 

カプラ体験(水戸市子供劇場) 

環境フェスティバル(水戸市環境保全会議) 

マラソン大会(蛍の会) 

4-③ 水戸まちなかフェスティバル 

2014年9月28日(日)に行われた「水戸まちなかフェスティバル」への参加 

イベントの運営・企画の体験 

株式会社「パーク」様の「一箱古本市」という企画に関わる 

イベント運営の大変さや準備の大切さを学ぶ 

たくさんの方にお越しいただき、「こみフェス」の宣伝も行えた 

4-④ 習志野市 視察研修

日にち：2014年11月２日（日） 

イベント名：第11回市民活動フェア「みんなでまちづくり～ふれあう！
つながる！Ｉ　Ｌｏｖｅ習志野」 

会場：千葉県習志野市市民協働インフォメーションルーム（サンロード
津田沼ビル） 

習志野市では，来場者に対し「メッセージ・ツリー」へ「幸せになる言
葉」を掲示してもらっていた。 

各会場の案内・誘導のほか，一般来場者への中継案内が重要な役割 

感心がある人はもちろん、そうでない人をいかに呼び込むか？ 

4-⑤ 茨苑祭（2014/11/15.16) 

目的・方法：こみっとフェスティバルの告知 チラシ配布、口頭での呼びかけ等 
　　　　　　　 市民活動団体について知ってもらう 模造紙を使った展示、説明 
              来場者と市民活動団体の交流 １日目：はつらつサークル様（連鶴、折り紙） 
　　　　　　　　　                        ２日目：水戸こどもの劇場様（カプラの積木） 
 

PR

 

 

4-⑥ インターンシップ 

実施日　平成２６年８月１８日（月）～２５日（月）　（土日を除く） 
配属先　地域振興課　協働係 
内容　研修の見学 
　　　　ワーキンググループ会議の打ち合わせの参加 
　　　　担当者からの説明（協働について、協働都市宣言の説明等） 
　　　　他県での市民活動フェアの事例調査 
　　　　NPO情報コーナーの見学 
       「地域ブランディング戦略研修」に参加 
 
 
水戸市役所の皆様、ありがとうございました！ 

学んだこと 
企画・運営の大変さ 

　 事前準備の大切さ、想定外の事への対応、十分な人数の確保 
 

人との繋がりの大切さ 
　 様々な人の協力のおかげで活動を形にできたり、色んなイベント
に参加することができた 
 
目的を持って行動することの重要性 

　 何のためにイベントに参加するのかを意識することで、最終目標
を達成するためのスキルを身につけられる 

20



５．会計 

水戸まちなかフェスティバル：5,166円 
（ノリパネ：2,000円、画用紙、ポスカ、袋などの雑費：3,166円） 

茨苑祭：1,813円 
（模造紙：194円、のり：755円、テープ：864円） 

　　　　　　　　　　　　　　 合計：6,979円 

６．まとめ 

こみっとフェスティバルの本番は、2015年2月21日である。 
今までの活動を通して学んだ、協力し合うことや早めに準
備することを心がけ、今後も気を抜かずに準備・広報活動
を行っていきたい。 
そして、このイベントで多くの人が市民活動団体について
知り、参加促進に繋がることを願いたい。 

ご清聴ありがとうございました！ 

こみっとフェスティバル当日もどうぞよろしくお願いします
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自治体等と連携してなにをどうするのか
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